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夏はすぐそこ一一。気温が高くなる6月から

9月は、食中毒の危険が高まる季節です。特に
6月のf梅雨jの時季には、高い湿度も影響し、

食中毒菌にとって絶好の環境が整います。

食品の保存技術や流通が発達した現代でも食

中毒の発生は多く、私たちの身近に潜む筒威と

いえます。この季節、家庭での徹底した衛生管

理で、食申毒の発生を来然に防ぎましょう。

食
中
毒
を

家
庭
か
ら
追
放
し
よ
う

が
つ
い
て
い
れ
ば
、
恐
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
基
づ
い
た
、

家
庭
で
で
き
る
衛
生
管
理
を
場
商
別

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
は
、
お
弁
当
や
飲
食
店
な

ど
で
起
こ
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で
起
き
て

い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

左
の

「食
中
毒
予
防
の

3
原
則
」
を
家
庭
で
実
践
す
る
習
慣

O
買
い
物

生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入

し
ま
し
ょ
う
。
な
か
で
も
、
肉
、
魚

な
ど
は
水
分
が
も
れ
て
他
の
食
品
に

つ
か
な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
小

分
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

要
冷
蔵
、
要
冷
凍
の
温
度
管
理
が

必
要
な
食
品
は
、
菌
を
繁
殖
さ
せ
な

い
よ
う
、
買
い
物
の
最
後
に
す
る
よ

う
に
し
、
購
入
後
は
寄
り
道
せ
ず
、

ま
っ
す
ぐ
帰
り
ま
し
ょ
う
。

O
保
存
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、

い
る

い
な
け

な
さ
つ

け
や
っ

つ
摺
や

大
大
大

国
国

動物の腸管内などに潜む。熱に弱
く、 75℃.1分以上の加熱で死
滅。

自然界に広く分布。人の鼻やのど
にも潜む。産生する毒素が食中毒
を引き起こす。

t冨分を好み、原因となる食品は、
海産魚介類。夏期の魚介類の扱い
に特に注意。

腸管内で毒性の強いべ口毒素を産

生して出血性の下痢を引き起こ
す。 0-157などが知られ、感染
力も強い。75℃1分以上の加熱
で死滅。

びん詰、缶詰、真空包装食品など、｜吐き気、おう日士、
酸素が含まれない食品中で溜殖｜脱力感、けん怠
し、強い毒素をつくる。致死率が｜感、視覚障害、
高い。 ｜呼阪困難など。

食品では摺殖せず、人の体内で伊｜一｜下痢
殖する。感染者のおう吐物などか｜

｜腹痛、
ら二次感染を起こすこともある。 I 

食
中
毒
を
知
ろ
う

食
中
議
と
は
、
そ
の
原
因
と
な
る

細
菌
、
ウ
ィ
ル
ス
が
付
着
し
た
食
品

や
有
海

・
行
書
な
物
質
が
含
ま
れ
た

原因食品

食肉、卵、
その加工食品

手指を介して
汚染された食

口口

生の魚介類

潜伏期間（目安）

1～6時間

10～24時間

6～72時間

状

高熱、頭痛、悪
寒、腹痛、 下痢

激しい吐き気と
おう日士。下痢、
腹痛

下痢、発熱、お

う吐

症菌の特徴

食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下

痢
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
発
熱
、
け
ん

怠
感
な
ど
の
健
康
被
害
が
起
こ
る
こ

と
で
す
。

食
中
毒
の
原
因
は
、

主
に
次
の
4

加熱不十分な
食肉、野菜な
ど

缶詰、真空パ
ック食品など

生カキ、サラダ
など加熱しない
で食べる食品

4～9日

8～36時間

1～2日

下痢に始まり、
腹痛、血便。重
症の場合、死に

至ることも。

おう吐、
発熱

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
へ
。

冷
蔵
庫
は
叩
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は

マ
イ
ナ
ス
同
℃
以
下
に
維
持
し
、
庫

内
は
も
の
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ

う
に
。
容
量
の

7
割
が
目
安
で
す
。

叫

J
A
ほ
ん

ま
た
、
冷
蔵
庫
の
扉
を
頻
繁
に
開
閉

す
る
と
庫
内
の
温
度
が
上
が
り
、
菌

の
増
殖
に
つ
な
が
り
ま
す
。

O
下
準
備
・
調
理

台
所
、
調
理
器
具
は
常
に
滑
潔
に
。

肉
、
魚
、
卵
を
扱
う
前
後
は
そ
の
た

び
ご
と
に
予
を
洗
う
よ
う
に
。
手
に

傷
が
あ
る
場
合
は
、
ゴ
ム
手
袋
を
着

附
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
包
ー

や
ま
な
板
を
洗
わ
な
い
ま
ま
、
野
菜

な
ど
生
で
食
べ
る
食
品
を
切
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
包
丁
や
ま
な
板
は
、

Iまな板や包丁などは、
肉、野菜用などに分け

ているだけでなく、さ

らに加熱前用と加熱後

用に細力、く分け、二次

汚染を防止。これもこ

まめに殺菌庫に入れて

殺菌します。

あさび総合病院の食中毒対策
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の
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し

手
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よ

巴

町

長
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し
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さ
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作

二

、

ろ

に

。

約

全
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J

食

食

し

た

業

ぐ

で

え

て

十

い

ま

ち

理

す

制

安

な

す

自
民

t
b

、

ク

に

作

防

。

終

し

J
T

師

も

管

ま

と

。

に

ま

た

て

ツ

度

く

を

要

べ

と

づ

理

は

康

い

か

活

事

い

ま

つ

工

一

早

殖

重

食

間

最

。

調

底

健

て

何

生

食

て

使

チ

手

繁

も

ら

時

を

す

徹

の

け

院

い

し

肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
と
別
々
に
使

う
の
が
ベ
ス
ト
。
使
用
後
は
、
洗
剤

と
流
水
で
よ
く
洗
い
熱
湯
消
毒
を
。

野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
も
の
は
流

水
で
十
分
に
洗
い
ま
す
。
ラ
ッ
プ
し

て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ
ト
野
菜
も
よ
く

洗
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

解
凍
が
必
要
な
食
品
の
場
合
、
常

温
に
般
置
し
て
の
解
凍
は
細
菌
が
繁

殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
や

電
子
レ
ン
ジ
、
流
水
を
使
っ
て
解
凍

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
凍
と
解
械

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
。

加
熱
調
理
す
る
も
の
は
、
十
分
に

加
熱
す
る
こ
と
。
食
品
の
中
心
部
が

花
℃
で
1
分
間
以
上
が
加
熱
の
伺
安

で
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
の
加
熱
は
、

時
々
か
き
混
ぜ
て
ま
ん
べ
ん
な
く
。

O
食
事
食
卓
に
つ
く
前
に
せ

っ
け
ん
と
流

水
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

温
か
く
食
べ
る
も
の
は
常
に
温
か

く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
も
の
は
常
に

冷
や
し
て
お
く
こ
と
も
大
事。
ま
た
、

料
理
を
食
卓
に
長
く
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
、
桟
り
物
を
渦
め
る
と
き
は

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

後
か
ら
食
べ
る
人
の
分
は
密
閉
し

て
冷
蔵
庫
へ
。

O
後
片
付
け

残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う
、

浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保
存
を
。

．靖国

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
性

②
細
菌
性

③
自
然
場

④
化
学
性
物
質

食
中
芯
の
原
悶
の

8
1
9割
は
、

①
と
②
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

て
、
年
間
を
通
し
て
発
体
いし
ま
す
が
、

特
に
、
的
の
附
舶
が
い
い
以
に
出
必

が
必
必
で
す
。

こ
れ
ら
の
制
的
や
ウ
イ
ル
ス
が
食

品
に
付
泊
し
て
も
、
腐
敗
と
は
異
な

り、

『に
お
い
」
や
「
昧
」
が
変
わ
る
こ

と
は
な
く
、
外
見
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

③
は
、
キ
ノ
コ
や
フ
グ
な
ど
食
品

自
体
に
毒
素
が
含
ま
れ
る
も
の
。
④

は
農
薬
や
環
境
汚
染
物
質
な
ど
が
混

入
し
た
と
き
に
起
こ
る
食
中
器
で
す
。

5 
月

.A富山県食中意同別患者数

口H15患者数
口H16患者数

4 
月

A主な食中毒原因菌

3 
月
2 
月月

100 

50 

。

｛人）550

200 

150 

「食
・昭
憲
一
？
」

と
思
っ
た
ら
：

・
下
痢
止
め
薬
を
す
ぐ
飲
ま
な
い

腸
内
に
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
と
ど

ま
り
、
増
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

．
水
分
補
給
は
し
っ
か
り

十
分
な
水
分
の
補
給
が
ま
ず

大
切
。
お
茶
な
ど
水
分
だ
け
を

飲
み
ま
し
ょ
う
。
食
べ
物
は
閣

や
ウ
ィ
ル
ス
に
え
さ
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
こ
ん
な
と
き
に
は
病
院
へ

激
し
い
下
痢
や
下
血
が
あ
っ

た
り
、
め
ま
い
、
体
の
し
び
れ

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、

素
人
判
断
で
様
子
を
見
ず
に
、

医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

細
菌
は
、
に
お
い
も
味
も
し
ま
せ

ん
。
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
り
、
あ
や

し
か
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
捨
て
る

こ
と
も
大
事
で
す
。

－
食
中
毒
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
間
生
課

（告
白

l
1
2
2
5）

ま
た
は
、
朝
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（宮
邸

l
3
3
0
9）

園調’



｜ 
町民税
3万4,395円

固定資産税

5万8,580円

町
税
の
内
訳
と

負
担
状
況

（町
民

軽自動車税
3.044万円（98.5%)

町たばこ税
8.267万円
(100.0%). 

の報告人
当
た
り 予算額

15億5,473万円

（収納率%）

27 26 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 司l '? 261 

15億5.473万円（97.2%)I目I税

' 7億8.490万円~382%) I町償

、』J

平成 16年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることに

なっています。今月号では、平成17年3月31日現在における平成16年度予算の執
行状況をお知らせします。

その他
1, 132円

軽自動車税
1,987円

町たばこ税
5,397円

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

公債費 113億9.287万円（100.0%)

民生費I11億：6.840万円（884%)

衛生資lg億4β羽万円（66.7%)

総務費 lg億3.899万円（91.7%)
(1)借入先別

町有財産の状況

町債の状況

(2）目的別
教育~ 17億T.549万円（82.4o/o)

区 分 金 額 ｜織成比

一 般 会計 71埠7,844万円｜｜ 42.7% 

総 務 ｛買
悔

1.3 2 1.436 

社 会福祉債 2 312 0.1 

保育所債
億

1.9 3 1,379 

農林水産業債 5 6,846 3.4 

土 木 ｛責 24 9,337 14.8 

公富住宅債 2協3.219 1.4 

消 防 儀 2.439 0.1 

教 2同"" 
理

｛貢 134 020 8.0 

区 分 金 署員 構成比

災害復旧債 4,888 万円 0.3明

臨時財政特例債等
億 唾z;:>14 5.551 8.6 

その他事業債
偲 ｜い予担入算済額額｜｜ 76億5.934万円
4 6.417 2.8 64｛怠9.975万円

その他会計 96億6,397 57.3 

山崎診療所 0.0 

真喜男水道 0.3 

下 水 道 28曜 1,333 I 16.7 

あさひ総合病院 67億8436 I 40.3 

農林水産業~ 1. 5~意7.978万用（64.2o/.o)

唾＠
~~;,g~：；~；詔置~

消防費

商工資ほかI9｛憲5.l 560J円（31.6%)

-=ii重量・
（グラフの数値Iま予鍔績とそれに対する執行率｛%）を表しています）

四軍..m四幽E圃
特別 会計

歳 入 歳 出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 保 .c.. 言十 15億8.014万円 14傍2,808万円 90.4% 15億8.014方円 13億 728万円 82.7% :z:;; 

老 人保 健医療 会 計 23儀5,253万円 21億2.212万円 90.2% 23億5.253万円 22｛意4,201万円 95.3% 

＝畠〈9 療 所 .c.. 計 4,556万円 2,842方円 62.4% 4,556万円 3.530方円 77.5% :z:;; 

簡 男 水 道 会計 8,825万円 4,995万円 56.6% 8.825万円 6,361万円 72.1% 

下 水 道
4』 計 6億7,967方円 3億8.273万円 56.3% 6億7,967万円 5｛＇意4,525万円 80.2% :z:;; 

用 .7］く
d』
計 675万円 272万円 40.3% 675万円 571万円 84.6% :z:;; 

奨 岸if:. 資 金 会 計 113万円 43万円 38.1% 113万円 21万円 18.6% 

有価証券 2億9,636万円

出 資金 2億3,971万円
基金積立金

41億8.744万円土地 701,786m2 建 物 90,333m2

：＝~~＇··＝ q 
企 業 会計

（あさひ総合病院）

収益 的 収

資本 的 収

園調’ ・調・

歳入

予算額 ｜収入済額｜収 入 率

支 131億5.649万円126億8.518万円｜ 85.1% 

支 170億3,129万円150傍5.059万円｜ 71.8% 

歳 出

予算額 ｜支出済額 ｜支 出率

31倦5.649万円124億4.031万円｜ 77.3% 

80倦6.568万円151億2,002万円｜ 63.5% 
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強
い
緋
を
結
ぶ
心
の
交
流

同
制
服
州

島

尻

ひ

さ

み

さ
ん
（
沖
縄
県
）

「
州
制
の
子
ど
も
た
ち
に
、
制
U
町
の
雪

M
M
色
や
向
然
を
凡
せ
た
い
。
そ
し
て
朝
日

町
の
子
ど
も
に
は
、
沖
純
の
き
れ
い
な
海

と
文
化
を
見
せ
た
い
。
花
い
の
文
化
の
理

伊ぃ
藤；
聴

く
ん

輝

く
ん

松
涛
町
の
伊
藤
正
人

・

帯
子
さ
ん
夫
喪
の

長
見
（
平
成
同
年
2
月
旧
日
生
）

次
川公
平
成
凶
年
同
月
旧
日
生）

堀
尾
び
な
た
ちゃん

大
屋
の
堀
尾

穣

・

綾
子
さ
ん
夫
袈
の
三
女

（平
成
は
年
8
月
凶
日
生

なかま芝ぢ1'.Il脳出iii•！温

1年1組

しJ

司自 函＝．． ι昌 司直目 、 、
私たち1年1組の学級目標は、「励ましあい、互いを思
いやるクラスj「一生懸命努力し、協力するクラスjです。

1~1 組はみんな仲良く元気のいいクラスです。いつも

さわやかな土居先生と毎日楽しく勉強しています。これか

らも学級目標に向かつてがんばりたいです。

f仰良く元気な1組ですリ

解
と
交
流
を
辿
し
て
、
強
い
紳
が
生
ま
れ

れ
ば
」
と
拶
を
話
す
品
川
さ
ん
。

両
国
沖
純
か
ら
毎
月
起
を
運
び
、
川
内

の
レ
八
人
か
ら
幼
児
ま
で
側
広
い
年
附
M
に

本
場
の
琉
球
舞
踊
を
教
え
て
い
ま
す
。

活
動
の
始
ま
り
は
、
実
川
が
町
内
で
営

む
料
理
店
。
出
店
記
念
ラ
イ
ブ
で
披
僻
し

た
踊
り
が
、
川
郷
の
人
の
輸
を
徐
々
に
広

げ
、
い
つ
し
か
教
筑
間
椛
へ
と
品
が
焔
り

上
が
り
ま
し
た
。
教
家
を
始
め
て
l
年
。

f
ど
も
た
ち
に
は
、
制
り
に
限
ら
ず
沖
拠

の
絵
本
ち
説
み
聞
か
せ
ま
す
。

芸
能
人
も
多
く
描
出
す
る
沖
制
似
の

人
々
は
、
恨
つ
か
ら
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
l
。

伝
若
男
友
問
わ
ず
、
ぃ
甘
楽
さ
え
あ
れ
ば
円

然
に
体
が
動
き
ま
す
。
地
ぺ
で
鮮
側
道
場

を
聞
く
・
品
川
さ
ん
も
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

周
聞
に
踊
り
が
あ
ふ
れ
、

「町
川
栄
が
流
れ
る

と
踊
り
の
血
が
ワ
サ
ワ
サ
（
沖
純
弁
で

『山

が
騒
ぐ
」
）
す
る
ん
で
す
」
と
笑
い
ま
す
。

主
催
す
る
琉
球
緋
削
制
体
で
昨
年
、
新

潟
県
小
越
地
叫
の
以
も
大
き
な
被
川
を
叉

け
た
山
ト
H
K
O
村
で
の
被
災
地
公
仰
を
実
施
。

「
す
ご
く
向
ん
で
も
ら
え
て
・
。
制
作
の
怖

さ
ん
と

一
緒
に
私
た
ち
も
似
が
あ
ふ
れ
で

き
ま
し
た
。
勇
気
づ
け
る
つ
も
り
が
、
逆

に
こ
ち
ら
が
元
気
を
も
ら
っ
た
ほ
ど
』
。
心

の
交
琉
が
互
い
を
支
え
る
強
い
紳
に
な
る

こ
と
を
、
こ
の
時
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

快
活
に
、
そ
し
て
暇
か
く
指
導
す
る
そ

の
嬰
に
、
ど
こ
ま
で
も
澄
み
切
っ
た
山
い

出
向
の
海
が
喧
な
っ
て
見
え
ま
す
。

'I. 

きわやかさん

舘

《

mw
首
雰
か
な
う
と
い
い
な
あ

土
井
宏
幸
く
ん

（高
畠
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぼ
く
は
、
魚
um
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
剥
せ
き
の
人
が
魚

を
さ
ば
く
仕
引
を
見
て
、

「
ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
い
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
ぼ
く
は
品
川

に
き
ょ
う
み
が
あ
る
か
ら
で
す
。
い

一
ち
に
ん
ま
え
の

司
魚
店
に
な
り
た

い
で
す
。

遼
平
く
ん

（荒
川
1
丁
目
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
少
は
、
プ
ロ
野
球
の
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
た
り
、

．k
中
一
本
の
ノ
ッ
ク
を

大
切
に
取
っ
た
り
し
て
紙
押
し
た
い

で
す
。
ゴ
ロ
や
フ
ラ
イ
を
止
般
に
取

る
こ
と
力
で
き

る
選
手
に
な
っ

て
大
前
ゃ
く
し

た
い
で
す
。

小塚美乃里さん （笹川）
一ーなないろKA N一一

私たち1年2組は個性派ぞろいの明るいクラスで、毎日
元気に学校生活を送っています。先日の大縄跳び大会では、

優勝は逃しましたが、みんな積極的に練習に参加して協力

することの大切さを学びました。

これからも、新田先生を含めた32名で、笑顔いっぱいで
がんばっていきたいて・す。

黒
板
瑞
穂
さ
ん

（平
柳
1
区
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
必
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
布

で
地
球
に
や
さ
し
い
い
ろ
い
ろ
な
服

を
作
り
た
い
で
す
。
そ
れ
を
位
持
に

日
仏
め
、
「
地
球
を
大
切
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
、
品
川
吋
敬
さ
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
り
た

v
＆
唱

い
で
す
。
た
く

－E
』ー

さ
ん
勉
強
し
て

4

与一
l
夢
に

一
少
ず
つ

4
・
・

近
づ
い
て
い
き

た
い
で
す
。

津
田
成
美
さ
ん

青
山
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

わ
た
し
の
し
よ
う
米
の
少
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
な
り
た
い
か
と
い
う

と
、
イ
ラ
ス
ト
が

M
き
で
、
れ
分
で

も
よ
く
ね
こ
ゃ
う
さ
ぎ
な
ど
の
イ
ラ

ス
ト
を
拙
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
イ

事
U
E
匂

ssfお
ラ
ス
ト
レ
l
タ

ー
に
な
っ
て
み

ん
な
が
符
ぶ
イ

ラ
ス
ト
を
い
っ

ぱ
い
描
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

オ

「
箱
入
り
猫
」
に
夢
中

4
丹
か
ら
な
な
い
ろ
K
A
N
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
に

ち
こ
ち
ら
で
お
ぽ
話
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
働
き
や
す
く
て
、
気
心
の

知
れ
た
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

と
て
も
栄
し
い
で
す
。

金
沢
で
の
学
生
時
代
に
い
ろ
ん
な

資
怖
を
取
り
ま
し
た
。
メ
イ
ク
検
定
、

ネ
イ
ル
検
－
M
e
t
e－－－
。
A
rは
、
山
附
利

助
手
の
白
梢
を
山
川
る
こ
と
を

m．
の

M
M
M
に
川
い
て
い
ま
す
。
不
作
か
ら

l
作
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
な
ん
と

し
て
も
取
引
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
白
絡
と

い
え
ば
、
川
地
似
免
河
川
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
も
う

新
ぃ巾
も
口
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ

の
け
が
川
る
こ
ろ
に
は
迎
転
で
き
て

い
る
と
い
い
な
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
ん
な
資
桁
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

念
願
か
な
っ
て
、
昨
年
日
凡
ご
ろ

か
ら
「
ソ
マ
リ
』
と
い
う
師
知
の
摘

を
削
い
ま
し
た
。
す
ご
く
か
わ
い
く

て、

一
紺
に
遊
ん
で
や
っ
て
も
飽
き

い
や

ま
せ
ん
し
、
心
が
撒
怠
れ
ま
す
ね
。

普
段
は
外
に
山
な
い
よ
う
に
ケ
ー
ジ

で
飼
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
ま

さ
に
｛
粕
入
り
姉
』
。
家
肱
は
最
初
、

飼
う
こ
と
を
反
対
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
家
版
の

一
員
で
す
。

fわれら個性派1年2組リ

園調’
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投
稿
コ
ー
ナ
ー

固
に
鮮
や
か
な
新
緑
の
診
節
。
気

持
ち
も
硝
れ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
月
の
テ

i
マ
は

「残
念
日
一」
。

そ
ろ
そ
ろ
こ
ろ
も
が
え
し
よ
う
と
思

っ
て
夏
服
出
し
た
ら
、
だ
い
た
い
の
服

が
小
さ
く
て
着
れ
な
か
っ
た
。

（p
．N
か
い
ち
ゃ
ん
の
親
友
さ
ん
）

⑮
が
っ
か
り
だ
ね
。
だ
け
ど
身
長
が

向
く
な
る
っ
て
い
い
こ
と
だ
よ
。

テ
ス
ト
で
配
宍
か
市
点
の
問
題
か
解

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
勉
強
し
と

け

ば

：

。

（

P
N
龍
石
さ
ん
）

⑮
そ
う
か
あ
：
で
も
百
点
満
点
中
部

点
な
ら
万
々
歳
で
し
ょ
っ

以
後
の
は
が
き
は
広
州
開
放
か
せ
。

・：
じ
つ
は
こ
の
イ
ラ
ス
ト
、
先
月
の

出
し
忘
れ
で
す
か
ら
！
残
念
日

（p
．N
K
つ
子
さ
ん
）

来
月
号
の
テ
ー
マ
は
「
ラ
ッ
キ
ー
！
」

で
す
。
た
く
さ
ん
送
っ
て
ね
。

~~® 

8
m
w
Oイ
ズ

〔問
題
〕

①
食
中
毒
予
防
の

3
原
則
で
当
て
は

ま
ら
な
い
の
は
つ
－

A

っ
け
な
い

B

明
や
さ
な
い

c．
冷
や
す

②
4
月
お
目
、
五
簡
庄
小
学
校
5
年

生
が
放
流
し
た
の
は
何
つ
・

A

サ
ケ

B

ア
ユ

C
．
ホ
タ
ル

〔
応
募
方
法
〕

食
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
哲
い
て

6
月
日
日

ω

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
ま
ち
づ

く
り
振
興
課
企
画
観
光
係
（
一
Tm’O

7
9
3明
円
町
迫
ド

1
1
3
3）へ

お
送
り
く
だ
怠
い
。
抽
選
で

3
宇刊に

凶
持
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先

月
号
の
当
選
者
は
、

p
．N
術
息
天
使

会
さ
ん
、

p
．N

O久
保
さ
ん
、

P

N
か
い
ち
ゃ
ん
の
親
友
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。

資料の基礎資料として、皆さんの

まちづくりにいかされますので、

ご協カお願いいたします。

問い合わせ 平成17年国勢調査朝

日町実施本部（役場総務政策課内 ．

内線213)

今年のlO月1日（±）現在で平成17

年国勢調査が実施されます。国勢

調査は、人口と｜仕帯に関する最も

基本的な統計調査で、大正9年か

ら5年ごとに実施しており、今回

は18回目に当たります。日本に住

んでいるすべての人が調査の対象

となり、住民登録とは関係なくふ

だん住んでいる場所で調査します。

調査票は、統計ーを作る目的だけ

に使用し、厳重に管理されます。

そして、国勢調査の結果は、行政

b 10.000 
& ~：~~~L 
クd’
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か
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桜
町
保
育
所
の
巻

｛お
父
さ
ん
の
干
支
は
：
・
〕
3
成
川
ル

H
九ゃん「
わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん
ね
え

ー
、
う
さ
ぎ
年
な
が
。
そ
れ
で

私
は
ね
、
へ
ぴ
年
！」

Y
くん

｛
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
ね
、

お
と
う
た
、
ん
は
・
：
、
お
と
う
さ

ん
は
ぞ
う
年
円
一

〔
扇
風
機
〕

（

2
成
山
）

こ
い
の
ぼ
り
の
紋
を
み
ん
な
で
歌
っ

て
い
る
と
き
・

．．
 

・調E

り
の
凶
風
機
あ
る
ん
や
よ
！
」

以
内川
上
？
』
い
の
ぼ
り
の
い
削
胤
機
内
」

S
く
ん
「
う
3
ん
・
。
あ
っ

！
か
ざ
ぐ

る
ま
や
っ
た
1
H

（
野
口
英
世
〕

5
蔵
児
）

~ 
お ~ 「
家2：；：せ
礼子：ん
でぶせ
きみい
たよ！
よ 」 お

！ の休
。＇I：み
市まの
いれ 11
おたに

家
ゃ
っ
た
よ
1
」

｛以
(f 

「
千
円
札
に
か
い
で
あ
る
野
川

h
P
R

子

hv情
説
一大
使
交

GD  
f国調Jはまちづくりに活かされます ＝

国勢鵠賓

イメージキャラクター

Iセンサスくんj

引火世つ・」

s
ιゃん
「
う
ん
！
の
ぐ
ら
ひ
で
よ
っ
て

ね
、
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
ね
、
井

戸
に
洛
ち
た
ん
や
っ
て
」

川体行
士

「
そ
う
そ
う
、
井
戸
に
洛
ち
て

お
ぼ
れ
て
：
・
っ
て
、
あ
れ
つ
井

ド
ゃ
っ
た
つ
け
つ

』

shゃん
「あ
！
そ
う
や
っ
た
。
列
ド
じ

ゃ
な
く
て
い
ろ
り
ゃ
っ
た
けど

6
月
議
会
日
程

、か
決
ま
り
ま
し
た

6
月
9
日
側
提
案
理
由
説
明
、

細
部
説
明
、
質
疑

同
日

ω
代
表
質
問

百
日

ω
一
般
質
問

時
日
同
1
げ
日
働

常
任
委
員
会

引
日

ω
委
員
長
報
告
、

討
論
、
採
決

議
会
の
傍
聴
の
問
い
合
わ
せ

は
、
議
会
事
務
局
（
宮
役
場
内

線
3
3
1
）
ま
で

町長のひとりごと

主事い冬の季節から、新線

が最もきれいな皐月へ。田

植えがなされた田舎の風景

に、一層の感動と風情を覚

えます。なぜならば、毎日

のように報道される残念な

事件に心を痛めているから

です。

イラクでの日本人拘束事

件では、治安が最も悪い国

で安否が分からずに、心労

を重ねておられる家版や親

せきの方々の心情、そして

危機管理を担う外務省をは

じめとした関係者の努力も

忘れてはいけません。ほか

にも、インターネットで知

り合った素性も分からない

人に会うため上京し、監禁

された事件など、最近の犯

罪にはあきれ果ててしまい

ます。

また、難しい課題ですが、

隣国との関係の悪化も危慎

しています。 というのも、

友好と親善を深め、経済文

化の交流と相互の繁栄を図

る目的で、 l975年に創設さ
れた富山県日韓親善協会の

30周年式典でのこと。同協

会のあいさつで、島根県沖

の竹島（韓国名f独島J）領有問

題の根深き ・複雑きに驚き

を感じました。戦後生まれ

で戦争を体験していない私

には、終戦後の処理や、そ

れよりもずっと前から続く

歴史問題を含めた対処のま

ずさが原因かとも思えます。

両国で問題解決するため

の協議会などを作ることが、

一日も早くこの課題を解決

する方策なのかもしれませ

ん。真の「平和j が実感出

来ますように！ (5月15日記）

臨調’
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窃怨たの停を

創.I(1~白色闘包囲
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

今
年
も
「
や
ま
び
こ
通
信
｝
の
川

紙
を
広
報
あ
さ
ひ
6
月
号
と

一
一緒に

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
お
掛
け
い
た
し

ま
し
た
。
町
政
に
つ
い
て

U
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、

2

つ
に
折
っ
て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
を

は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
寄
せ
ら
れ
た

な
兇
は
、
町
長
が
す
べ
て
円
を
辿
し
、

担
当
者
に
そ
の
対
応
を
指
示
し
ま
す
。

指
示
を
受
け
た
担
当
者
は
内
容
を
十

分
に
調
査

・
検
消
し
、
可
能
な
も
の

住
民
異
動
届
に
は

身
分
証
明
書
を

【町民ふくし諜からのお知らせ】

転
入
や
転
出
な
ど
の
住
民

異
動
屈
を
、
本
人
に
な
り
す

ま
し
て
手
続
き
を
行
も
っ
と
い

っ
た
事
例
が
全
国
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
正
を
防
止

す
る
た
め
、

6
用
か
ら
住
民

異
動
届
の
際
に
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
提

示
い
た
だ
き
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

医療の現場から
あ
（さ

用予 富ひ

白山総
医会
科病
薬院
→科放
京大射
学線
医｝科

師

提
示
く
だ
さ
い

｛
本
人
確
認
を
行
う
住
民
異
動
届｝

・
転
入

・
転
山

・
転
居
（
朝
日
町
内
で
の
住
所
異
動
）

・
世
帯
変
更
（
世
幣
ま
の
変
更
や
世

議
分
離
な
ど
）

｛提
示
い
た
だ
く
も
の
｝

巡
転
免
許
説
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

民
基
本
台
帳
カ

l
ド
、
健
戚
保
険

証
な
ど

O
こ
れ
ら
の
身
分
証
明
川
を
お
持
ち

で
な
い
方
で
ち
脳
出
は
で
き
ま
す

の
で
、
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
合
は
、
異
動
さ
れ
る

前
の
住
所
に
m
A
動
凶
を
受
理
し
た

行
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・四

第
包
囲
県
居
合
道
大
会

（3
／
却
滑

川
市
）

V
段
外
2
位
小
松
しゃ
U
H
V
初
段
1
位

舟
柿
誠
V
三
段
1
校
消
水
部

一

2

位
舟
楠
志
津
子
V
五
段
2
位
酬
明
出
事

久第
お
回
全
国
高
等
山
手
校
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
選
掠
大
会

（3
／
お

i
m静
岡
県
）

v
k
守
の
部
ア
位
新

m創
訪
（
川
市

校）朝
日
町
春
季
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

（4
／
9
多
目
的
広
場
）

v
l
佐
藤
何
時

2
似
合
山

3
松
タ

ン
ポ
ポ

第
引
回
富
山
県
柔
道
大
会

（4
／
ゆ

砺
波
市
）

9: 00～ 

・新川地区中学綬大会女子バスケットボール競技

17日樹、18日出サンリーナ 9・00～

V
個
人
戦
マ
中
学
女
子
の
部
特
同
級

2
位
山
本
叫
骨
子
マ
同
位
同
級
2
位
追

分
奈
々

V
同
休
戦
中
学
児
ts
l
似
明

H
咋
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ビ
l
チ
ポ
l
ル

大
会

（4
／

m
i包
サ
ン
リ
l
ナ）

V
児
子
マ
フ
リ
ー
の
部
l
位

n．
w．0

2
作
治
マ
m
w
此
以

t
の

m
l依
ト
仁

一

以
一

2
位
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ
V
女
子

マ
フ
リ

l
の
部

l
位
朝
日
ク
ラ
ブ

2
位
女
神
マ
刊
成
以
よ
の
部
l
位
大

家
化
ス
マ
イ
ル

2
似
ト
ン
ボ
パ
ー

ト
2
V
似
合
マ
フ
リ
l
の
部
l
似
洲

m
a
P
2位
宵
附

8

8
．C
マ
刊

歳
以
上
の
部
1
位
シ
ャ
チ

2
位
イ

ル
カ8: 30～ 

※日程は変更になる湯合があります。

朝日町道下 1133

長

一ー やまびこ通1；：一一

6月のスポーツ

・県民スポーツ・レクリエーシヨン祭2005夏季大会
38体操～朝日町の集い～
5日（日）サンリーナ 10: 00～ 
※参加賀500円 どなたでも参加できます

・第52回下新川郡民体育大会
5目白）～26日目 郡内各会場

大平吉作さん
（上町）

長崎順ーさん
（蛭谷）

9:00～ 

・朝日オープンテニス大会
26日目テニスコー ト 9. 00～ 

町日事目
か
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
応
の
刀
法
に
つ
い
て
は
、

お
便
り
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に

お
知
ら
せ
し
て
了
解
を
何
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
巾
で

み
な
さ
ん
に
広
く
闘
わ
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
広
報
あ
さ
ひ
の
中
で
も
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
町
を
良
く
し
、
育
て
て

い
く
の
は
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の

意
見
で
す
。
あ
な
た
か
ら
の
お
便
り

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
政
策
課
秘
書
政
策
係

（
宮
役
場
内
線
2
1
2）

旨
の
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、
ご

椛
認
く
だ
さ
い
。

O
万

一
、
持
動
制
を
山
し
た
党
え
が

な
い
の
に
、
こ
の
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

O
な
お
、

μ知
の
州
出
（
婚
姻
、
協

議
離
婚
、
笹
子
縁
組

・
離
締
）
に

つ
い
て
も
従
米
ど
お
り
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
ふ
く
し
課
住
民
係

（宮
役
場
内
線
1
3
1
）ま
で

目的
旭
日
双
光
章
一か

〆も

・町老逮ゲートボール大会

24日働多目的広湯 9:00～

・町民ゴルフ大会

19日目槻山ゴルフ倶楽部

・町民サッカ一大会

26日目多目的広場

大平さんは、朝H町議会議員
を昭和57~fから五期20 干1・間務

め、議長のほか県nlT村議長会副

会長を庶任するなど、長年にわ

たり地方「｜治の進展に尽力され

ました。

「在住j昨i詰尚の喜びです。これも

符さんのご指導ご鞭槌のおかげ

であり、心から感謝しています。j

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長崎さんは、 If行手［139:1fてに新川

森林組合の一員として林業に従

事、翌年には林産別民として樹

木の伐採作業などに取りmみ、
林業擁興に~：ワされました。

f56豪雪で被汗を受けた山林

の伐採をしたことなどが印象派

く残っています。これからも現

役でがんばりたい。J

磁気共鳴画像診断（MRI)装置
新病院の放射線科には、

MRI装置という最新医療機器

が導入されます。簡単に言う

とMRI装置というのは、強力

な磁石の筒のようなものであ

り、その申であお向けに寝た

状態で検査を受けます。そこ

へラジオで使われているのと

同じ種類の電波を当てると、

まるでやまびこ力tかえってく

るように、体の中から電波が

発生します。その電波をとら

えてコンビュータにて計算す

ることで、 人間の断面の画像

を得ることができます。

MRI装置は、脳の病気を見

つけることが非常に得意で

す。脳血管が膨れている部分

や狭くなっている場所を簡単

に見つけることができます。

その他には、腰や関節、子宮

や前立腺などの病気の診断に

も優れており、口から管を飲

みこむことなく、胆管やi挙管
の形を判定することもできま

す。そのうえ、MRI検査では

X線被曝の問題がありませ

ん。

しかしながら良いことばか

リではありません。MRIの検
査時間は20～40分程度とか

なり長く、ペースメーカー装

着者や磁石にくつつくような

金属が体内にある人は、 この

検査を受けることができませ

ん。 詳しいことは、新病院の

放射線科スタッフにお気軽に

おたずねください。

ぬ
瑞
宝
単
光
章
W

園調．
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News & Toeics 
企画観光係では、あなたの回りの身近悲話題を侍っています．

n83・11 0 0へ

だ円のボールを追いかける！！
一わんぱく遊びサークル始まる一

新年度のあさひわんぱく遊びサークルが始まり、

町内の小学笠約30名が4月23日、サンリーナで Iタ
グラグビーjに挑戦しました。これは室内で行うラ

グビーで、タックルの代わりに相手の腰につけたタ

クを取ります。

魚津市ラグビー協会と泊高校ボランティアの協力

で、ルールの説明やパスの練習などを行ったあと、練

習試合で慣れ広いだ円のポールを追いかけました。

参加した児童は［おもしろい。またやりたいjと

笑顔で汗をぬぐいました．

奉告げる風物詩
ー鹿嶋神社稚児舞一

今年の豊漁・豊作と家内安全を祈願する、町の

無形民俗文化財「鹿嶋神社稚児舞jが5月3日か
ら2日間にわたり行われました。
今年の踊り手は小掌2年生から4年生までの男
女それぞれア人。男の号は勇壮な「やり踊りj、女

の吾は華やかなf扇舞いjを、若衆のお長菩と拍吾
木に合わせて踊り、地区の約150軒を回ります。
同神社に奉納される4日夜には、 ミ子どもたちと
若衆による「若衆踊りjが搬露され、沿道の観衆の

拍手喝さいを浴びていました。

自然と文化たっぷり満喫
一朝日町日帰りパスツアーー

県内在住者を対象に、身近な朝日町の自然や文

化を知ってもらおうと5月3日、町商工会主催の
f朝日町日帰りパスツアーjが行われました。
ツアーに参加したのは78名。一行は、林酒造

場の酒蔵や鹿嶋神社稚兜額を見掌。 また、ヒスイ

海岸で散策をするほど、さまざまな体験をして朝

日町をたっぷり満喫した一日となりました。

参加者の一人は f朝日町は近くても、なかなか
来る機会がなくて…。とても良い所なので、また

来たいjと話していました．

関所のにぎわいを舎に
一境関所まつり一

境地区の歴史と文化をPRしようと4月24日、
f境関所まつりJが関の館ほかで行われました。
昨年から始まったこのイベントは、 護国寺庭園

のシャクナゲの見ごろに合わせて、同まつり実行

委員会が開催。関の館では境成年金や境芸能保寄

会、期舞あさひなどが普段の練習の成果を掘露し、

集まった観客を楽しませていました。

野外では、町特産昂や地酒などが販売されたほ

か、地区名物のだんご汁に、家族連れなど多くの

人が舌鼓を打ちました。

一年の安全祈願し山聞き
一減山まつり一

町観光協会主催の I城山まつりjが5月1日、
宮崎の服山本丸周辺で開催されました。

登山富や観光客の安全を祈願し、山開きの神事

には、魚津町長はじめ関係者約30名が出席し、
玉ぐし奉てんなどを行いました。

満開の八重般と、眼下に広がる街担みの眺めを

楽しむ家族連れらに［山慨鍋Jがふるまわれたほ
か、ウオークラリークイズに約40人の小掌生が
参加。さわやかな汗を流して、暖かい香の日を楽

しみました。

ホタル舞う学校になあれ
一五箇圧小でホタルの幼虫放流ー

毘虫の生態を通して自然環境について学習しよ

うと、ホタルを飼育観察していた五箇庄小掌枝5

年生17人が4月25日、ホタルの羽虫を枝庭のj也
芯どに放流しました。

昨年町内で採取したゲンジボタルの成虫を飼

青、産まれた卵をかえして、 2αTl程に成長した約

50匹を舎回放ちました。
順調に育てば、 6月申にも成虫になるというこ
と。児童は、淡い光が舞う幻想的な光景に思いを駒

せながら、ホタルとの再会を楽しみにしています。

ta園
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健康インフオメーシヨン
問い合わせ：保健センタ－ n83-3309 ※母子千帳持参

薗園’

事 業 名 月 日
必-:E 協

（対象者等） 受付 l時間

6月3Cl・lO円・

健康体操教室 17日.24円
保健センター

（希望者） L、ずれも（金）

9・30～ 

6月3日・I0 LI・ 
17円.24日

保健センター
し、ずれも（金）

9:30～ 

健康相談
（相談希明者） 6月ア日・14仁｜・

＊第2金総1:1は保健センター
211二I・28「｜

老人制批センター
で子育て相談 L、ずれも（火）

＊第4金l桜｜二｜は保健センター 13:30～ J 5:00 

で栄養相談

6月15日（7｝く）
J，~.~1(.集係センター

J 3:30～ J 5:00 

心の健康相談 6Jヰ6日.2011 

「いロ予7志約賀もl制ですが＇11!訴での受けHJL、ずれも(J-J) 新川）＇／ Itセンターします。（n52-l224) 13:00～14・：00
者f.の相談も受けます二

女性の健康相談
毎週火ll?i!LI 

（時期から問lに長る女性） 9:00～12:00 
新川！以t.センター

の身体的－精神的悩みの綱談

子育て相談 6J-Jl01J（金｝
保健センター

（育児全般に関する札l談） 9:30～l I :OO 

4か月児健診※ 6月21門（火）
i以自主センター

( 175¥ 1灯、 2月生まれ） 13:00～13:30 

9～10か月児教室※ 6月21日（火）
保健センター

(16~8 丹、 9月生まれ） 9:30～l o:oo 

3歳児健診※ 6月30卜｜（イド）
保健センター

(13年12月、 14年 ll°l'-1：二まれ） 13:00～13:30 

。あさひ総合病院

0人をいつくしみ 0人を理解し o人をいたわり o人を愛し o人を信ずる

このII沿が社会福祉のII）である。

社会福祉協議会だより

ふくし＠怠； 朝日町社会信祉協議会l革、みなさんとともに熔威の福祉向上を
目指す民間社会福彼団体です。

《以下の業務も行っています》

朝日町ボランティアセンター ・B本赤十字社羽田町分区
朝日町善意銀行 ・朝巴町民笠蚤員児童護員協議会
．共同募金会朝日町受会

事務所あさひ福祉センタ一内
包83-0576 四83-1589
E-mail syakyou@pri. town .asahi. toyama.jp 

エー
：：，.、
Jレ
ギ

!l;,i 94 
牙ち
O 話
g I 

よ
も
ぎ
入
り

だ
ん
ご

“暮らしに活かす
福祉セミナー” 健康をもたらす笑顔！のパワー

「笑う顔（門）には福来たるん顔は身体の状態をうっす鏡 お迎えし、笑うごとでJI）も易体もイキイキしてくるお話

です。ストレスがたまると人聞の身体は緊張し、表情も と、 ［いい顔jづくりのワーク（技）を紹介していただきま

こわばります。 す。参加者にはもれなく、おみやげとして「笑顔Jをお

舎固はTV・ 雑誌などで活躍の高戸ベラさんを講師に 持ち帰りいただきます。

｜・日時 ｜ 7月23日（土） 午後2時

｜・会場 ｜ なないろKA N研修室

｜・定員 ｜ 30名 （先着順）

｜・参加費 ｜ 無料
たh、どベら

｜・講師 ｜ 日本リラクササイズ協会代表高戸ベフ氏

講師紹介。東京都出身。米国の大挙でIC＼理
挙・栄餐挙・運動宝理挙などを学びながら、リ

ラクササイズを習得。1991Il=f日本リラクザ
サイズ協会jJを設立。現在、 多くの企業・大挙

などで研修、講演、カウンセリングを行う。

※リラクササイズ

＝こころと体のストレツチ

申し込み・問い合わせ

6月30日制まで社会福祉協議会へ

1:1 -k粉 …・・..・・・・・・・・・・・ 0・0・ーー…...・ H ・－…・ ー一－－－ ・60g 

ノK0・0 ・e ・ ……………・・・ ………・50～60ml 

よもぎ粉 一一・ ……...・H ・－－…… … ・……ー少々

1沙紘1rA ・・・・・・・H ・－…… …… H ・・..・小さじ2(6g) 

きな粉一－－…－… …・…・……・…・大さじ2強（16g)

l沙私rn.. e火さじlと2/3(16g) 

「あなたのやさしさを赤十亨社にj
一 日本赤十字社朝日町分区から 一

① IJ京粉にノドを少しずつ入れてこねる。

②①にi沙繍A、少喧の水で混らせたよもぎ粉を1m

え、よく こねる。

③②をl.5cmくらいに丸め、熱湯に入れゆでる。

④浮き上がってから l～2分ゆでて冷水にとり、

ノk気を切る。

⑤きな粉に砂糖Bを混ぜ、＠にまぶす。

赤十写事業資重は、皆さまからの jから納めていただいている社員（会 ； どなたでも赤十亨社員として加入

寄何金や、赤十写社員（会員）の方々：費）によって麦えられています。 jできます。赤十写活動の麦援のため、

長寿のお喜びゃ結婚、人生の節目の

感謝の気持ちとして、あなたの思い

やりをお寄せください。

加入・寄付金の申し込み

日本赤十写社朝日町分区 （町社会福

祉協議会内）

社員種別 社費額 備 考

特別 社 員 20,000円以上 特別社員章、門標が贈られます。

銀色 200,000円以上 育I)J章社員章、門標、表彰状など
育IJJ章社員

が贈られます。盆色 500,000円以上6月の休日救急診療当番医務~＝～午後間

5日（日） 板東病院 n83-2299 

12日（日） 橘 医 院 ft82-0791 

19日（日） 寺崎医院 n82-1118 

26日（日） 中川医院 n82-0120 

~＆五孟堕~_J~jlc.1.._Clii':I. 1ぷ｝；｛古~I 1l1WW'平さんから故郷側

11 lllJの耐titと活性化を願って

3,000FrJ 

．制lllllt婦人会さんから 1,300円

・下積出松下克洋さんから

10,000rrl 

ぜhありがり
~ あたたかい志

6月9目的 午前9時30分～

福祉センター

「七夕かざりJ参加費： 200円

9~0 
朝日町社会福祉協議会

弱 田町 善意銀行

(4月11日～5月10日）

11111 
ft83-1160 第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。急患は夜間 ・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。

，このページは、 一部共同駐の配分盆で発行されています。



くらしの情報室

Uvirig In（（）町町四ti()fl

6月の告種相談
〈相談は無料です〉

年金相談

10:00～15:00 役i易会務室

7日開 悩みごと相談13:00～16:00 福祉センター

8日（制 年金相談10:00～15:00 役i易会館室

法律相談（聾予約tel83-0576)

14日（却
裁判所出張調停相談

介護 ・保健相談

子育て ・教育相談

13:00-16:00 福祉センター

一
悩みごと相談

21日閃 家庭児童相談
行政相談 ・人権相談

13:00-16:00 福位センター

22自体） 年金相談
10:00-15:00 役協会議室

28日ω悩みごと相談13:00～16:00 福祉センター

新しい本
an  
にちょうぴ

伺があっても大文夫

l印のホネが折れたとき

美人の日本語

母の言い訳

空耳アワワ

日本の力

間取り相談室

C!1Et 
銀座開化事件帖

グランド・フィナーレ

辰自殺クラブ

オI）ヴィア・ジュールズ

山本一力

松岡由美

『孫
文
の
女
』西
木
正
閉
箸

銭売り費蔵

雨恋

本の紹介

ださL、。

相談日 丹眼円～金曜円｛祝日除く）

午前911事～午後5時

弁護士相談日 毎月第2・4本附11

午後 ll時～411寺（無料 ・予約制）

t易所 日山白星／］£1[保険前求相談セン

ター（出山市桜橋通り住友生命白山

ピlレ10階 ft076-432-2294)

tiιr 

~羽島詰
朝日町農業委員会選挙
、，~成 I7{1: 7 Jl 1911何削減 fとなる

側11町民業委日会委L1選挙が、 7月

1011（日）に執ii （予定）されます。

選挙区 今1111の選挙から進学IX:が l

つになります。

10人

画面画

・教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月・水・木曜日）

9 :oo～16: 00 ft82 -1 000 

・ 子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （周～金曜日）

8 :30～17:00 念83-1920

6,1'/ 

申園と台湾双方から、国父と崇め

られる孫文。笹薮革命の前後しばら

く、横浜で亡命生活を送っていた彼

には、愛した二人の日本人女性がい

た一一．表題作の他、 アフリ力で蓄

をひさぎながらロシアの機密情報を

手に入れた日本人百魚を描く Iアイ

アイの眼jなど、明治から昭和初期

にかけて、運命に議葬されながら歴

史に埋れていった実在の女たちを取

りよげた、 4篇からなる作昂集です。

取材に袈打ちされた、密度の濃い内

容で、著者久々の新作です。

臨時休館のお知らせ

床カーペット張り替えのため、

6月6日何から9目的まで休館
します。

もとはしさとこ

樫井よしこ

赤沢南

山下察予

黒木瞳

阿川佐和喜

石原慎太郎｛也

佐藤利叡ラ

松井舎朝吾

阿部和重

石田衣良

H・フィールデインク

福井晴敏

池井戸潤

藤本ひとみ

佐藤雅美

村上香樹

字江佐真理

柳美里

月に繭地には果実

額行仕恒人

いい女

花輪茂十郎の特肢

象の消滅

君を乗せる舟

雨と夢のあとに

6月のガソリンスタンド休日当番店

5日（印 大谷石油 ft82-0703 

12日（印 小川石油 宮83-3033

19日（印 浜岡商店 ft82-0578 

26日（日）あさひ野農笛 ft83-1135 

19Uヰ
（ー23)

54件
（ー15)

物ti'i
iJ;ia究

交通事故発生状況調
4月末現在 （ ）内は前年同月比

人身碩

亘了壱
18人

叙

傷容

2921人
(-81) 

66人
(-23) 

20人
｛ーら）

2人
(+2) 

0人
(±0) 

24321キ
（ー63)

55件
(±0) 

151キ
(+1) 

入醤警察署
管内

羽目町

県内

鑓F’ll<人 医種 ~ a; 賓室 車I里司笠日一一一 ! F'同 ll't 人 醤号
語母 ' ・酔 I~ 1'1> 体 人滋

1 店 員不問
123.200～ 申時． 宮崎

2272951 
132.000 水他

2 鉄筋工事に努わる 不問 162.500～ 甥．山崎 3 2323451 
鉄筋納豆及び加工 325.000 自他

3 
続雨侯

2 2424951 E量 事2～45才 170.000 Btlif:!! 

L Pガス販売員1203才0～才I1 2~3~~go～ 0 錫・一般ti4 1 2436251 
8~ 

一
5 20才～ 200.000～ 出Z野 2 2450051 長距需産運伝手 50才 300.000 

6 機械加工・ 20才～ 165.000～ 
車有 用山

2 2477251 
微 t曜組立 35才 250‘000 日11!1'也

7 店 員 不問
700～900 車時． 1寛

2 2326651 
（崎間給｝ f也

8 クリーニング 20才～ 700～750 
朝早柳

2372251 
店舗受付 50才 （時間給｝ 他

9 風呂 不問
720～750 紛。舟川 2402551 

メンテナンス ｛時間鎗） f也
一

10 配i墨及び営業 30才～ 800～850 
鞠．道下

2 2496751 
45才 ｛問問鎗｝ 土日祝

or求人情報ー覧表jもご利用ください。なお、すでに係m済みの繊合bありますのでご了iF:ください。
O詳しいことは、魚津公共駿業安定所 合24-0365へ;toltll~ 、合わせくださ L 、

、向車17l!06月分大ホット求人情報交

危険物安全週間

f危陵物
かさねる無事故の金メダルj

期間 6月5Flから6月il日まで

この運動は、危険物に｜見lするまII，識

の啓発と普及をiヌlることを円的に実

施されるものです。

なお、町内事業所及び一般家低に

おいてわ、ガソリン .if油等の危険

物の貯厳・取り扱いには、十分il:ぷ

してください。

再就職希望登録音
行川や介護から手が離れたら、も

う－1立働きたいという方々を長則的

に支援します。

登1）~-ti・＇立、科！就職準制 11セミナーの

受講、個別相談、情報誌の送付など

が受けられます。登録料は無料です。

申し込み ・問い合わせ （財）2 11任紀

職業f!,fI』富山事務所 （会076-444-

ヲレ・・・ヲレ・・

2020テレフォン富山
行児 ・介護 ・家事代行

などの情報を燃料で提供

します。仕事も家庭ち大

切にしたいあなたのホッ

トラインです。お気：｜笹に

おJ：•！•ねください。

) J II伝U～金H産自（悦Illlfi'iく）

午前9時30分～午後4時30分

間い合わせ (Iぱ）2l世紀職業財問山

山事務所（ft076-444-2020)

委員定数

選挙期日 7J-110Ll(ll) 

投票時間 ’1・・1)i/ 7 If年カ・ら午後 811~f

立候補届出期日 7 JJ 5 Ll<*l 

受付時間 午前8時30分から午後5

11.'jまで

立候補屈を受理する場所

役場4階大ホール

選挙権及び彼選挙権

(I）倒円Dlf／~~ ~委 11 会の区域内に住

所を有する千？であること。

(2）年齢が渦20成以卜．の者であるこ

と。

(3) I 0アール以上の山地につき耕作

の業務を；吟むfi・か、その行の同

J,r｝のねl自主またはその配（／Jj行で、

fJ: 1i11おおむね6011以上初作に従

’11する行。

立候繍予定者事務説閉会

立候補iを予定する ／j々 に必却な書

来日を配仰して品11)-Jする立候hli予定手T

＇！＇務説明 会｛代.fillII¥ Jftli 11flを、 6H23

1川9午後211年から役J坊4階大ホール

でImRtします。

・向陽町団地一一 1戸
・旭ヶE団地一一 O戸

公募期間

6J=J 111～6)] 15日 午後511寺まで

（ただし、 J: ・ 11・4本Uは｜徐く）

入居資織やljl込方法等の詳しいお

初h 、合せは産業~ I世以都市建設係

(ft役場内料249）まで

－相談に応じます。お気軽にご利tlJく

計量器の定期検査
商取引または説明行為に使用する：

：はかりは、計母i去により叫の検資を

：受けなければなりません。

各事業所や学校などでJIJ L、られる

：はかりの検査を次の日程でfj~ 、ます。

この検作には、 r数料（ Ifi2501'J : 
：～2,200 円。償却lによ って見なりま：

．す。）が必要です。なお、。談、けする，ti・：

母器をお持ちの方には rjJJDi!IはがきJ

・が届きます。詳しくは、まちづくり

：糠興課（宮役場内部長144）へお似lL、合：

：わせくださし、

:6月27日伺） 10:30～15:00 

あさひ野小学校：

: 6月28日~ 10：・30～12:00

カルチャーセンターみやざさ：

:6月29日。ゆ l0:00～15:00 : 

制11町役財・

年金だより
～70歳まで加入できます～

国民年金制度は、 20成から 601:r~ ま

：で40年WI力｜｜人し、保険料を納めたJUJlllJ; 

：と免除された期間lおよび合り対象期1111 : 

：などを台わせて2511ミ以上が必盟です。 ： 

老齢法i礎年金を受ける条件を満た：

：していない人や年イ往復i を 11~4'ff!iに近づ：

：けたい人は、60歳から65成までの問、

：凶民年金に加入することができます。 ：

なお、 65歳まで任意加入しでも条 ：1526)

: {11:を満たしていない人は、特例とし：

：て70緩までの聞で受給権を満たすま

：で任意力II人することができます。た：

：だし、 Hf/ヰU40年4JIi円以前世まれ：

：の人が対象です。 ： 

詳しくは、魚津社会保険・H務所（ft: 

: 24-1494）または町民ふくしぷ｜引が：

；保険係（ft役場内線137）へおli¥J~、合わ；
：せくださL、

：受付

交通事故無料相談 l 
専門の相談員が交通事政に｜品lする

：保険諮求、解決方法などについてご：

11正当直主益珪ヨl直Z’

置園’
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［町の人口］ 平成17年間1日現在

人口 15,300人（L::i.19)

男 7,197人（L::l.4) 

女 8,103人（ム15)

世得数 5, 129師（± 0) 

．お問い合わせ
朝日町役場まちづくり振興課
企画観光係

干939-0793朝日町道下1133
ft 83・1100 FA×83-1109 
・ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

ない、みKAtJ情報
合83-3700

f新鮮 ・安全 ・信頼jをモットーに
6月からなないろ朝市がスタートします。

5日はオープニング記念吟f無料鍋jをサービス（先着300名綴）

t易所なないろKA N内
もぎたて館

期間 11月までの

毎週日瞳日

時間午前8時30分～

午前9時30分

販売品 各種野菜、山菜、押し寿司、おはぎ、米菓子、 塩干物、繰り製品、

漬け物、草だんご、生花、おこわ等

6月の営業

休館日…7円、 14凶、 2111、2811

夜間休業..6 IJ、811、J31 1、2011、2711

〈畠新情報はホームページにて＞ http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～坐 μ ら〈与～の情報 H82-0990 

6月の予定 （9日闘は休館日です）

語諸 民話の語り

昔懐かしい民話でタイムトリップ

①12:00～ ②16:00～ ③20:00～ 

カラオケ発表会 14:30～

オカリナ＆

ピアノコンサー卜

美しし¥f ＼ーモ二ーが貴方を癒します

①12:30～ ②17:00～ ③19:00～ 

シンセサイザー奏者 滝沢卓さんが

参加している楽しいバンド

①12:00～ ②19:00～ 

当たればラッキー！

お楽しみロッカープレゼント会

アゼリアホール情報 H83-2000 ・26日目 ダンスパーティー ［ホール］ 匡亙
主催／奈良部武夫

く 0lA7）~~~！I 
_ -nf制町四li1 I u~’inCI II Dll 

害
戸～3 ・申込期間 6Jl2lllW～2811(1() ：会爆 Milt地域職業訓練センタ一、＝コ 、
$..；弓 λ j第 1次試験 9 JI 4日（日）（試験極： （富山市向新庄町l丁1114-40>

納涼あさひまつり
ステージ出演者

：日．教長試験、巡ft試験、作文試験） ：競妓種目・ ワードプロセッサ

：第2次試験 I O日l3U（..＋；）～201附9：・表計算 ・縫製（知的障害者対象）

（試験姐「1・人物試験、身体験主） ：問い合わせ 宮山県陣；I~.fl・技能競技

↑t（例の I納涼あさひまつり2005J：※申込占はだlill税務将（ft24-4930）：大会実行委11会事務対H076-442-2050

が7Jl30日Uう.3111(11）、町商工会館：に用なしであります。詳しくはお問

。iJ特設会場で開俄されます。 jい合わせください。 ；なかよし広場・赤ちゃん広場
イベント当日、ステージに出演して： ： ～子育て支援センターに集まれ～

いただける個人 ・卜H体を録集します。 l rとやま起業未来塾j塾生
対象 明日Ill］＇でrili!fiJ1している凶iィ、ま

たは伽｜人

出演時間 15分～20分

募集期間 6月げll凶まで

申し込み・問い合わせ

制｜｜闘I尚i；会 t1f年高~ (ft83-2280) 

富山県警察官

おイ－さんと一緒に遊んだり、お伴

・塾の側要 山111v，~ の産業を間性化さ ・ さん1~；1 I.・で情報交換したりして、楽

：せ、前プJあるり，！づくりを進めるため、：しいひとときを池ごしましょう。

：新分野への起業を日指す人に対して、： ［なかよし広場｝

：実践的な折将を行い、創業.fl・ .企業：「幼児圏の友だちとあそぼうj

：人を行成する。

：対象者

：日時 6JJ 16H附（受付911寺30分）

午前lO時～l]11.~30分

－商工会、間工会話所主催の創業塾： 場所 予行て支援センター

等の修了者で、創業や新分野への： 対象 保行所入所前の l成以kのお

試験区分 警察官A （武道含む）、火：： 事業展開等が期待できる方 ：子さんとご家族

fl：：匂然官A ・市町村等からの推薦を得た創業予： ［赤ちゃん広場］

受験資格 昭和50~1:4月2日以降に・ 定者、企業の後継者 ・幹部候補生 ・指導 助産自Ii（水井雅f先’t:)

日山rfli来高等学校 ：やま A豆諸~－＊~Ml ！勺 子育て講演会
※押しくは、明11lllf交面、駐イ五fiJiま： tt076-444-560 I －日時 6川28日ω 午前l011与
たは人i5湾察署（tt72ーO11 Olまで： （受付午前911キ30分から）

お11¥J~、合わせくださ L 、 岱 ：場所 (ffて支援センター

：講師 術科衛生士

国家公務員E種（税務） ； 障害者按能競技大会 j内容 fスキンシツプで
受験資格 附羽160年4月2日～i町内I~ とやまアビリンピック2005 ~ ストップザむしば1

631ド4月 lI i生まれの者 ：日時 7JJ261((*> ：問い合わせ 子向て支般センター

試験の程度 高等乍校卒業程度 ： 午前9ll!i30分から午後211!i30分： (ft82 -2288) 

0男女雇用機会均等法に

関するご相談は・・・

日111労働局雇用均等室

町山市桜精通り 2-25

ft076-432-27 40 

朝日町情報公開条例に基づく実施状況

·~］ 円 Ulf情報公開条例 （平成

13.iFi;OJ 11川条例節1~月）第23

糸の制定に Jr~づき、事成 1 6年

度における公文~r~の開示の実

施状況を次のとおり公去しま

す。

平成

16 
年
度

公文書開示請求件数 0件

公文曹開示実施件数 Of牛

［納期のお知らせ］ 町県民税1期の納期が6月30日附となっています。納め忘れのないようお願いします。
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き
な
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庄
縮
し

て
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。
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玉
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織
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物
た
ち
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平
板
な
面
と
し
て
従

列
的
に
描
か
れ
て
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。

こ
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タ
リ
ア
絵
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な
ど
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の
手
法
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な
州
法
に
近
い
。
伝
統
的
な
け
本

剛
の
装
飾
的
な
効
県
を
狙
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れ
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紙
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れ
て
い
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こ
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。
本
場
で
山
中
川
向
し
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ン
ペ
ラ
技
法
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の
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紙
の
や
わ

ら
か
い
質
感
の
取
り
什
わ
せ
は
、
安

述
さ
ん
の
仙
川
だ
ろ
う
。
つ
ま
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安

泌
さ
ん
は
、
州
洋
の
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N
肱
ハ
校
法
と
伝

統
的
な
け
山
中
の
凶
法
や
京
判
の
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い
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現
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に
生

か
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昇
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い
る
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広
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ど
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⑮
ー
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小中高 1 0 0円
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V
気
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。
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デ
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仏
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。
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、

C
O
I
R
に
保
有

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
川
命
に
な

る
そ
う

V
μ
必
命
を
う
た
っ
た
は
ず
の

ぷ
川
の
利
端
。
皮
肉
な
欠
点
が
桝
刑
さ

れ
る
円
を
則
向
し
つ
つ
、
記
録
保
存
の

最
良
の
し
力
法
を
棋
燥
し
て
い
ま
す
。
（グ
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